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I. 本資料の目的 

1. 本資料は、第 73 回サステナビリティ基準委員会（2026 年 9 月 15 日開催）におけ

る、審議事項(2)の IFRS 財団 公開草案「IFRS 財団『定款』の的を絞った修正案」

への対応について、聞かれた意見をまとめたものである。 

II. 聞かれた意見 

2. 提案されている修正の目的が運営コストの削減にあるのであれば、審議会メンバー

の人数を削減する前に、コスト削減や財政基盤強化の観点から他に検討可能な方策

があると考えられる。他の方策について検討した上で、今回の修正提案に至ったの

かについて確認したい。 

3. 審議会メンバーの人数を削減することは、審議や決議の効率化につながるというメ

リットがある一方、メンバー数の減少に伴う弊害も想定されることから、削減の是

非については慎重に検討する必要があると考える。運営コストの削減が主たる目的

であるならば、メンバー数を維持した上で一人当たりの報酬を調整する、非効率と

なっているプロジェクトのリソースを見直すなど別の方策も考えられる。 

4. 審議会メンバーの地域的な配分について、国際サステナビリティ審議会（ISSB）は

ISSB 基準の内容や方向性を決定する機関であることから、ISSB 基準を採用してい

る法域や地域の意見を反映することが重要であると考えられる。 

5. 議決の取決めについて、これまでよりも少ない人数で議決されることになれば、長

期的な観点から、社会的制度としての安定性に懸念が生じる可能性がある。 
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